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小学校42.2％、中学校48.7％、高等学校41.0 
％、特別支援学校37.8％で、各学校種とも
半数に満たないことが分かった。

②教育相談コーディネーター養成研修受講修
了者の追跡調査による結果

　　在籍校で「教育相談の校内体制は整って
いるか」という質問をした。「あまり整っ
ていない」「整っていない」という回答が
16％であった。「だいたい整っている」と
回答した52％の中では、教職員の意識の向
上、情報の把握や伝達、校内外の関係者と
の円滑な連携、時間の確保、人材育成等の
課題が挙げられていた。

③聞き取り調査による結果
　　①のアンケートの中で、教育相談の校内

体制が「よく機能している」と回答のあっ
た学校から具体的な取組を聞き取り、その
後の研究に繋げることができた。

⑵研究２
①教育相談体制10の柱
　　各学校にて教育相談活動を運営していく

ための目指す姿として、「意識」「研修」「環
境」「体制」「対応」の５つの観点から検討
を重ねた。

　

１　研究の目的
　本研究は、教育相談コーディネーターを活
用した「チーム学校」としての機能的な教育
相談体制を構築するための道筋を示すことを
目的とする。
　これまでの研究で、県内各学校の教育相談
体制における現状と課題を明らかにするとと
もに、各学校が教育相談体制の現状を把握
し、改善に役立てられるよう、「教育相談体
制チェックリスト」を新たに開発・作成した。
　今後は、その活用方法も含め、研究成果を
研修やWebページへの掲載等により県内に
広めていく。

２　研究の方法
⑴研究１　本県における教育相談体制の実態
と課題

　県内全ての学校を対象とした教育相談体制
に関するアンケート調査、過去２年間の教育
相談コーディネーター養成研修受講修了者への
質問紙調査、抽出校への聞き取り調査を行う。
⑵研究２　機能的な教育相談体制を構築する
ための方策を県内に広める

　教育相談体制を構築するための目指す姿と
して10の柱を検討し、それを基に教育相談体
制チェックリストを作成し、抽出校において
検証を行う。

３　研究の概要
⑴研究１
①各学校種における教育相談体制のアンケー

トによる結果
　　教育相談コーディネーターの指名状況は、

情報アラカルト

県子どもと親のサポートセンター教育相談部

教育相談コーディネーターを生かした機能的な
教育相談体制の構築に向けて

1
意識

教職員は、児童生徒を対象に、人間的成長に関する指導・支援を行っている。

2 管理職は、教育相談の重要性を理解し、推進している。

3 研修 学校は、児童生徒理解、教育相談の手法の研修を行っている。

4 環境 学校には、児童生徒が安心して相談できる人、場所がある。

5
体制

教育相談コーディネーターは、教育相談組織の中心となって運営に携わっている。

6 教育相談コーディネーターは、児童生徒の問題について、多様なチーム体制を構築している。

7

対応

教職員は、日頃から児童生徒理解に努め、変化に気づいて早期に対応している。

8 教職員は、校内で気になる児童生徒の情報を共有し、組織的に対応している。

9 学校は、保護者と協働して問題を解決している。

10 学校は、必要に応じて相談内容を関係機関につなげ、チームとして対応している。
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　　また、チェックリストについて、「自校
の体制の現状把握に役立つ」、「教育相談
コーディネーター自身の自己評価の基準と
なる」等、肯定的な評価を得ることができ
た。本チェックリストは、学校運営上の背
景や諸事情が異なっていたとしても、教育
相談体制の構築に向け、有効な手立てとな
り得ることを感じさせた。

４　研究のまとめ
　教育相談体制チェックリストについては、
教育相談コーディネーター（教育相談担当含
む）の役割を明確にし、体制の構築に向けた
道筋を示すものとなり得る有効なツールであ
る。また、専門性を身に付けた人材の有無に
かかわらず、一定の水準を保ちながら教育相
談活動を行っていくための客観的な指標とな
ると考える。さらに、定期的に評価を繰り返
し、内省することで、変容や改善へと繋げ、
教育相談体制の整備や校内運営計画へ反映す
ることも期待できる。

５　提言
　チーム学校として、支援体制の向上を図る
ためには、教育相談に関する意識の醸成が重
要である。そのために、「教育相談コーディ
ネーターの指名と活用」、「知識を深め、実践
力を高める校内研修の実施」、「児童生徒理解
を深めるためのケース会議の実施」を、各校
の実態に合わせ取り組むことが求められる。

６　おわりに
　県子どもと親のサポートセンターは、今後
もさらなる調査研究を進め、新たな方策を考
え出し、県内に広めていく。まずは、この研
究が県内各学校の教育相談体制を構築するた
めの一助となることを願いたい。

②教育相談体制チェックリスト
　　上記①を基に、学校現場で教育相談体制

を構築するための道筋を示し、体制の把握
や改善に役立てるためのチェックリスト 
シート（表１）を作成した。また、評価得
点を入力すると視覚的に自校の現状を把握
できるレーダーチャートシート（図１）、
チェックリストの内容の補足や具体例を記
したアドバイスシート、振り返りや改善策
等を記入する記録シートを作成した。（令
和３年３月に当センターのWebページに
掲載予定）

③チェックリスト使用前後の調査
　　研究協力校（３校）へ２度訪問し、チェッ

クリスト使用前後の教育相談体制の変容に
ついて調査した。

　　期間を空け実施した２度目の調査では、
各校とも評価得点が増加し、短期間でも、
意識や体制、対応等についての変容や改善
がなされる等の成果があった。
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表１　チェックリストシート（抜粋）

図１　レーダーチャートシート

⇩



32　千葉教育　令和２年度　桜

ことと「Asttra」を活用する上で便利な機能
を紹介する。円滑に活用するために確認して
いただきたい。
⑴必ず行うこと
①年度末にログインができるか確認する
　ログインができない状態で在籍校から異動

すると、前任校の管理職にパスワードのリ
セットを依頼しなければならなくなる。令
和２年度内でログインが可能であることの
確認をしてほしい。ログインができなかっ
た場合は、速やかに所属する学校の管理職
に相談し、パスワードをリセットしてもら
い、再度初期登録を行う。

②年度初めに教職員情報を変更する
　本システムは、１年に一回、個人の教職員

情報を変更することで、研修を申し込むこ
とができる。教職員情報の「経験年数・満
年」は自動更新されないので、毎年、「経
験年数・満年」の欄（図１㋐）の数値を変
更することとなる。令和３年度当初、研修
を申し込む前に変更をお願いしたい。

　注意点として、教職員情報を変更するには、
パスワードの入力が必要になる。「現行パ
スワード」「新規パスワード」「（確認）新
規パスワード」の三つの欄にパスワードを
入力しなくてはならない。

　現行のパスワードを変更したくない場合は、

１　はじめに
　研修履歴ステム「Asttra」（以下、「Asttra」）
をより効果的に活用していただけるよう開発
の目的や主な機能、そして、年度末及び年度
始めに行う操作等を説明する。
２　「Asttra」について
⑴システム開発の目的
　「Asttra」は、教職員一人一人がこれまで
に受講した研修履歴を基に、伸ばしたい資質
能力を意識して、意欲をもって学び続ける環
境を整えるために開発したシステムである。
⑵機能紹介
①研修の検索機能
　受講したい内容を絞り込んで研修を検索す

ることができる（キーワード検索等）。
②研修申込機能
　個人で研修を申込むことができる。
③研修受講の支援機能
　研修を申込み、受講が「可」となった研修

のｅラーニングを受講したり、該当する研
修の資料をダウンロードしたりすることが
できる。

④研修履歴の表示機能
　研修を受講すると研修の記録を残すことが

できる。これまでに受講した研修名、年度、
当時の所属等の履歴を確認することができ
る。「Asttra」に登録されていない研修を
受講した場合は、手入力で履歴を残すこと
ができる。免許状更新講習等の受講情報も
履歴として残せるので活用してほしい。

３　研修受講の支援機能の活用について
　年度末及び年度初めに必ずやっていただく
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県総合教育センター研修企画部

研修履歴システム「Asttra（アストラ）」の
活用方法

【図１】ログイン後の教職員情報の画面
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欄である（図３イ）。「可」「否」「－」のい
ずれかが表示される。申込んだ初期は「－」
が表示されている。「可」になれば、受講
を認められ、「否」であれば、受講を認め
られなかったということである。

③研修履歴
　図２の③をクリックすると受講した研修の

履歴が閲覧できる。これまで受講した研修
履歴を活用して、次回受講する研修を決め
てほしい。

　研修の内容は、「千葉県・千葉市教員等育
成指標」を16の要素に分けて作成されてお
り、受講した研修の内容に応じて、要素が
蓄積されていく仕組みとなっている。

　グラフでは、受講した研修の要素のバラン
スを閲覧することができ、今後受講する研
修を決める際の参考とすることができる。

　グラフの種類も複数あるので、目的に応じ
て使い分けて活用してほしい。

３　おわりに
　本年度の運用を踏まえ、来年度からはマニュ
アルや活用資料等の研修に関する情報を全て

「Asttra」に掲載する。

　操作方法等、「Asttra」活用で困ったこと
があったら、図５の太枠部分から情報を取得
してほしい。

「新規パスワード」「（確認）新規パスワード」
にも、現行のパスワードを入力すればパス
ワードを変更することなく教職員情報を変
更することができる。

⑵知っていると便利な機能

①「お知らせ」機能の活用
　図２の①をクリックすると、各種研修のお

知らせを閲覧することができる。自身が受
講する研修の情報がないか受講前に確認を
してほしい。また、個人の教職員情報にメー
ルアドレスを登録しておけば、お知らせに
掲示されている情報をメールで受信するこ
ともできるので、是非とも活用してほしい。

②研修事業申込状況の活用
　個人で研修を申込むと、図２の②「申込状

況」に申込んだ研修が表示される。ここで
自分が申込んだ研修を確認することができ
る。今後、この「申込状況」から研修受講
の支援を受けることができる。

ア　研修事業
　　研修事業の枠に詳細ボタンがある（図３

ア）。詳細ボタンをクリックすると、研修
の詳細ページに移動する。研修の詳細ペー
ジでは、申込んだ研修が受講可能となって
いれば、ｅラーニングの受講や研修資料の
ダウンロード、レポートの提出等の機能を
使用することができる。

イ　受講可否
　　申込んだ研修が受講できるかを確認する
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【図２】各機能の選択ボタン

【図４】「Asttra」教職員研修履歴（グラフ）

【図３】研修事業申込状況画面

① ② ③

ア イ

【図５】活用資料等の記載場所


